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交通基盤部発注工事・業務におけるＩＣＴ活用の試行について (通知) 

 

 現在、建設現場で働いている技能労働者の 3 分の１にあたる約 110 万人が、高齢化によって今

後 10 年で離職すると言われています。建設現場はベテラン技術者の知恵と経験と熟練技術で支え

られており、この急激な減少は深刻な問題であることから、国土交通省では、建設生産プロセス

において、抜本的に生産性を向上する「i-Construction」の取組を推進しています。 

交通基盤部では、国土交通省の方針を受け、労働者の減少を上回る生産性向上の実現と、希望

が持てる建設現場の実現による担い手の確保を目指し、平成 28 年度より、ＩＣＴ活用工事の試行

を実施しています。 

この度、ＩＣＴ活用の普及拡大に向けて、「交通基盤部発注工事・業務におけるＩＣＴ活用の推

進に関する試行方針」を改正し、対象工種を拡大することとしましたので、適切な運用をお願い

します。 
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平成 28 年６月６日施行 

平成 28 年７月４日改正 

平成 29 年６月５日改正 

平成 30 年３月８日改正 

平成 30 年７月 27 日改正 

令和元年６月 10 日改正 

 

静岡県交通基盤部発注工事・業務におけるＩＣＴ活用の推進に関する試行方針 

 

第１ ＩＣＴ活用を推進する工種 

国土交通省におけるＩＣＴの全面的な活用推進への取組状況を踏まえ、静岡県交通基盤部発注工

事・業務においては、以下のとおりＩＣＴ活用の推進を図るものとする。 

なお、運用にあたっては、別に定める試行要領により実施するものとする。 

 

１－１ ＩＣＴ活用を推進する工事  

静岡県交通基盤部発注工事における、下記の工種とする。 

①土工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ土工」という。） 

・河川土工、海岸土工、砂防土工、道路土工、建築土工 

・港湾土木の土工（補助事業、交付金事業は除く） 

・作業土工（床掘） 

②舗装工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ舗装工」という。） 

・舗装工、付帯道路工 

③浚渫工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ浚渫工」という。） 

・港湾浚渫工 

④地盤改良工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ地盤改良工」という。） 

・安定処理工（バックホウ混合） 

・中層混合処理工 

⑤法面工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ法面工」という。） 

・植生工 

・吹付工（コンクリート、モルタル） 

⑥付帯構造物設置工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ付帯構造物設置工」という。） 

・コンクリートブロック工、緑化ブロック工、石積（張）工 

・基礎工（護岸） 

・暗渠工、管渠工 

・側溝工（プレキャストＵ型側溝、Ｌ型側溝、自由勾配側溝） 

・縁石工 

 

 



 

１－２ ＩＣＴ活用を推進する業務 

静岡県交通基盤部発注業務委託における、下記の業務とする。 

①測量業務 

・路線測量、河川測量、現地測量 

②土木設計業務 

・道路詳細設計、一般構造物詳細設計、橋梁詳細設計、護岸詳細設計 

 

第２ 実施体制 

ＩＣＴの全面的な活用の推進にあたっては、静岡県交通基盤部が一体となって取り組む体制を整備

し、ＩＣＴの全面的な活用の推進のための各技術に関する試行要領、積算方法など必要な事項につい

て、事務所へ具体的に周知するとともに、実用化が円滑に進むよう対応するものとする。 

実施体制を整備するため、交通基盤部建設現場における生産性向上推進会議及びふじのくに

i-Construction 推進支援協議会を設置する。 

 

第３ ＩＣＴ活用の推進を図るための措置 

３－１ ＩＣＴ活用工事 

３－１－１ 土工・舗装工・地盤改良工・法面工・付帯構造物設置工・浚渫工 

ＩＣＴ活用工事とは、以下に示す全ての施工プロセスにおいてＩＣＴを全面的に活用する工事であ

る。 

 

【土工・舗装工・地盤改良工・法面工・付帯構造物設置工の施工プロセスの各段階】 

①起工測量 

②３次元設計データ作成 

③ＩＣＴ建設機械による施工 

④出来形管理等の施工管理 

⑤３次元データの納品 

ただし、法面工・付帯構造物設置工は、ＩＣＴ建設機械による施工を除く。 

【浚渫工の施工プロセスの各段階】 

①３次元起工測量 

②３次元数量計算 

③３次元出来形管理等の施工管理 

④３次元データの納品 

 

３－１－２ 実施手続及び必要な経費の計上  

静岡県発注工事においては、原則的に、公告時に別途定める特記仕様書を添付し、ＩＣＴ活用工事

の適用対象とすることを明示する。 

ＩＣＴ活用工事を実施する場合、必要な経費を計上する。 

 



 

３－１－３ 工事成績評定における評価 

ＩＣＴ活用工事を実施した場合は、「創意工夫」項目で加点評価するものとする。 

 

３－２ ＩＣＴ活用業務 

３－２－１ レーザスキャナを用いた測量 

 レーザスキャナを用いた測量とは、地上レーザスキャナ、ＵＡＶ搭載型レーザスキャナを用いて実

施する測量をいう。 

 

３－２－２ ３次元データを用いた図面作成 

 ３次元データを用いた図面作成とは、３次元データを用いて測量データファイルを作成する測量を

いう。 

 

３－２－３ 土工の３次元設計 

 土工の３次元設計とは、土木設計業務において、ＩＣＴ活用を行うために３次元設計データを作成

する設計をいう。 

 

３－２－４ ３次元モデルを用いた設計照査 

 ３次元モデルを用いた設計照査とは、土木設計業務において、３次元モデルを用い実施する設計照

査をいう。 

 

３－２－５ 実施手続及び必要な経費の計上 

静岡県発注業務委託においては、原則的に、公告時に別途定める特記仕様書を添付し、ＩＣＴ活用

業務の適用対象とすることを明示する。 

ＩＣＴ活用業務を実施する場合、必要な経費を計上する。 

 

３－２－６ 業務成績評定における評価 

ＩＣＴ活用業務を実施した場合は、業務成績評定において加点評価するものとする。 

 

第４ ＩＣＴ活用の推進のための当面の留意点 

ＩＣＴ活用の推進にあたって、受注者が円滑にＩＣＴを導入して活用できるように、以下の項目に

ついて発注者として積極的な対応を図る。 

 

４－１ 監督・検査体制の構築と要領等の周知  

ＩＣＴ活用工事において、施工に活用する技術については、その技術に応じた監督・検査を実施す

ることがＩＣＴ活用の円滑な推進のために必要である。 

このため、ＩＣＴ活用工事に関する監督・検査体制の構築及び要領等を職員に周知し、各要領等に

基づいた監督・検査を実施するものとする。 

 



 

４－２ 研修等の実施 

関係者が一体となってＩＣＴ活用の推進に取り組むため、研修や講習会等を実施する。 
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